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１．教育計画 公衆衛生看護学 

 

２．授業計画 

回 時間 主題 授業内容 形態 担当者 

１ ２ 感染症保健活動の動向 感染症保健活動の理念 

感染症対策関連法の歴史的変遷 

感染症に関する保健統計 

講義 横田 

２ ２ 感染症予防施策と 

 感染症平常時の対応 

感染症の３大要因と予防対策 

感染症予防施策と保健師の役割 

講義 横田 

３ ４ 感染症予防対策と 

感染症発生時の対応 

感染症に関する法律 

感染症法の概要 

講義 横田 

４ 

５ ４ 疾病管理① 結核の概要と対策のあゆみ 

結核に対する保健師活動の実際 

講義 横田 

６ 

７ ２ 疾病管理② HIV感染症/AIDS、性感染症の概要と

対策 

ＧＷ 

講義 

横田 

８ ２ 疾病管理③ 食中毒の概要と対策 ＧＷ 

講義 

横田 

９ ２ 疾病管理④ 新興・再興感染症の概要と対策 ＧＷ 

講義 

横田 

分野 統合分野 公衆衛生看護学  科目名 感染症保健活動論 

単位・時間 1単位・30時間 対象学年 ４年生 

方法 講義、グループワーク 時期 前期 

講師名 

（担当授業時間数） 

法人講師 横田 幸恵 （24時間） 

外部講師       （4時間） 

講師の実務経験 看護師として星総合病院に 15年 

学習目標 感染症予防活動の意義と具体的な展開・支援方法を理解する 

成績評価方法 
筆記試験 

出席状況、授業態度も評価に含みます 

使用テキスト 
保健学講座第 3巻 公衆衛生看護活動展開論：メヂカルフレントﾞ社 

国民衛生の動向 

参考文献 
保健師業務要覧：日本看護協会出版会 

メディックメディア：公衆衛生が見える 

履修上の留意 
科目内容と担当講師を確認し、必要なテキストを準備のうえ、真摯な態度

で受講する。 

講師からの 

メッセージ 

グローバル化が進行する現代社会において、かつては知られていなかった

新興感染症が国際的に拡大し公衆衛生を脅かす危険が増しています。今注

目を集めるコロナウイルスは、未だ流行が収まらない事態にあります。感

染症予防業務は公衆衛生活動の原点です。感染症について学び、看護職者

の役割について考えていきましょう。 
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回 時間 主題 授業内容 形態 担当者 

10 ２ 疾病管理⑤ ウイルス性肝炎の概要と対策 ＧＷ 

講義 

横田 

11 

12 

４ 保健活動の実際 感染症予防活動・感染症集団発生時の

対応 

講義 横田 

13 

14 

４ 地域における活動 衛生研究所の業務内容 

日本及び福島県における感染症の動

向 

各種調査事業・研究について 

講義 外部 

講師 

15 ２ 評価 筆記試験  横田 

 


